
令和６年度
第２回 福津市環境審議会
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1.区域施策編策定の経緯
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地球温暖化により、生物に様々

な影響がでています。
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福岡県平均 →    約２.５℃/100年

日本平均 → 約１.２５℃/100年

福岡県の年平均気温

平均気温上昇割合 ２倍
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農林水産業
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自然生態系
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健康
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地方公共団体実行計画制度の概要・構成

■地球温暖化対策推進法第2条の２から第6条において、

国・地方公共団体・事業者・国民は密接な連携の下に地球

温暖化対策を推進することと、それぞれの責務が定められ

ている。

▷地方公共団体は、その区域の自然的社会的条件に応じた

施策の推進や自らの事務事業における削減措置、住民・事

業者の活動促進のための情報提供・その他の措置を講ずる

よう努めることとされている。（第4条）

■地方公共団体は、同法第21条に基づき、地球温暖化対策

計画に即して、地方公共団体実行計画を策定することとさ

れている。
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地方公共団体実行計画

事務事業編

公共施設における再エネ・
省エネ設備導入など、
自らの事務及び事業に関す
る温室効果ガス削減計画

義務

すべての地方公共団体

区域施策編

事業者・住民等の取組も含
めた区域全体の削減計画

12
エコオフィスプラン

義務

都道府県

指定都市
中核市

施行時特例市

努力義務

その他市町村



区域施策編とは

①事業者・住民等の取組も含めた区域全体の削減計画。
以下4項目の施策と、施策の目標を定める。

▷再生可能エネルギー導入の促進

▷地域の事業者、住民による省エネその他の排出抑制の推進

▷都市機能の集約化、公共交通機関、緑地その他の地域

環境の整備・改善

▷循環型社会の形成

②すべての市町村は、①に加えて、地域の再エネ事業（地
域脱炭素化促進事業）の実施に関する要件（対象となる区
域（促進区域）、事業に求める地域貢献の取組等）を定め
るよう努める。
また、要件を満たす事業計画について認定を行う。
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基準年（2013年）

福津市の部門別CO2排出量の経年変化
福津市の部門別CO2排出量の経年変化

2013年:310t → 2030年に
46%削減

2050年に
100%削減

24%

20%

26%

28%

2%
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福津市古賀市

■産業部門
■業務その他部門
■家庭部門
■運輸部門
■廃棄物分野（一般廃棄物）
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地球温暖化の推進
に関する法律

気候変動適応法



気候変動による人間社会や

自然への影響を回避するためには

温室効果ガスの排出を削減し、

気候変動を極力抑制すること

(緩和)が重要です。
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▶ 温室効果ガスの削減
再生可能エネルギーの利用やエネルギー効率

の向上

▶ 二酸化炭素の吸収量拡大
森林や海洋による温室効果ガスの吸収量を増

やす

緩和策
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福津市の自然環境・地理的状況、

財政状況などに合う計画を策定

する必要があります。
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脱炭素

各施設

太陽光の設置

国は2030年までに公共施設の50％に再エネを！

→電気代減、温室効果ガス削減目標の達成に

LED化（蛍光灯2027年製造終了）

エコオフィスプラン

EV車の導入

防災

避難所に太陽光

EV車（蓄電池・太陽光で充電）

車道・歩道の確保

交通

徒歩・自動車の使いやすい道。
バリアフリー

公共交通網の強化

都市整備

公園・街路樹の整備

コンパクトなまちづくり

街路灯などのLED化

観光
レンタル自転車

EV車のカーシェアリング

農林水産

山の整備
ブルーカーボン

DX
事務の効率化
→残業減、光熱水費↓

郵送、来庁の必要減→車の移動↓

申請書やコピーによる紙や電気の使用↓

移動しやすい街は
観光者にも高齢者にも優しい

エコオフィスプ
ランの削減目標

下水処理場

自治体の事務事業から排出
される温室効果ガスの大半
を占める。

国は下水道施設の省・創・
再エネ化を目指す。

事業者

サプライチェーン問題
エネルギー代の削減

二酸化炭素
の吸収量UP

バイオマス発
電？



2.区域施策編策定スケジュール
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区域施策編策定スケジュール（案）

2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

全体

プロポーザル実施

補助金交付決定・契約

基礎調査

アンケート調査

温室効果ガス排出量の現状・将来推計

将来ビジョンの検討・作成

再エネ導入目標・排出削減目標の設定

目標達成に向けた施策の検討

環境審議会等の会議実施

実行計画（案）の作成

パブリックコメント

策定業務完了・実績報告

地方公共団体実行計画区域施策編策定業務工程表（案）

R6 R7

議会 議会

骨子案 中間案 最終案

データ収集・事例収集

案作成・調査・集計解析

策定

データ収集・現状の排出量算定・将来推計

ビジョン作成

目標設定

施策案検討

諮問 答申



委員会スケジュール（案）

【５月～６月】

■環境基本計画策定委員会（本審議会と同じメンバー）

▷福津市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 諮問
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【１０月～１１月】

■環境基本計画策定委員会

▷福津市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 答申



3. 第３次環境基本計画策定について
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環境基本計画とは

■福津市環境基本条例 第１条

環境の保全及び創造について、基本理念を定め、並びに

市、市民、事業者等及び滞在者の責務を明らかにするとと

もに、環境の保全及び創造に関する施策の基本的事項を定

めることにより、環境の保全及び創造に関する施策を総合

的かつ計画的に推進し、もって現在及び次の世代の市民、

事業者等及び滞在者の健康で文化的な生活の確保に寄与す

ることを目的とする。
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これまでの計画策定状況

■福津市環境基本計画

▷平成19年3月策定(計画期間:平成19年度～平成28年度)

▷平成24年2月見直し

■第2次福津市環境基本計画

▷平成29年3月策定(計画期間:平成29年度～令和8年度)

▷令和4年3月見直し
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第３次環境基本計画の特徴

■市職員の手で計画を策定する必要あり

■第2次環境基本計画のコンパクト化

■福津市地球温暖化対策実行計画（区域施策編）との連携
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アンケート案（市民向け）

1.回答者の属性（居住地域、性別、年齢等）

2.地球温暖化に関する関心度について

3.気候変動による影響と危機感

4.普段、実践している環境配慮行動と今後の取組意向

（例：レジ袋の辞退、エアコンの温度設定、食ロス、プラスチック対策）

5.再エネ・省エネ機器の導入状況と今後の導入意向

（例：太陽光発電、LED、HEMS、電気自動車、蓄電池、ZEH）

6.今後、市に取り組んでほしい地球温暖化対策

（例：啓発事業、補助事業、PPA、EV、プラスチック対策、食品ロス）
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アンケート案（事業者向け）

1.回答者の属性（業種、従業員数）

2.温室効果ガス排出量の削減目標の有無・削減率

3.温暖化対策を推進する動機

（例：レジ袋の辞退、エアコンの温度設定、食ロス、プラスチック対策）

4.気候変動による事業活動への影響と危機感

5.再エネ・省エネ機器の導入状況と今後の導入意向

（例：エアコンの設定温度、社員研修、省エネ診断、排出量の見える化、ESG融資）

6.再エネ・省エネ機器の導入状況と今後の導入意向

（例：太陽光発電、LED、BEMS、電気自動車、蓄電池、ZEB）

7.今後、市に取り組んでほしい地球温暖化対策

（例：先進事例のPR・紹介、補助事業、省エネ診断、排出量の見える化、ESG融資）
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4. 第３次環境基本計画策定スケジュール
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第３次環境基本計画のスケジュール案

■環境基本計画策定委員会 諮問

▷令和7年5～6月（区域施策編と同時）

■環境基本計画策定委員会 中間報告

▷令和8年7月頃

■環境基本計画策定委員会 答申

▷令和8年10月頃

■環境基本計画策定

▷令和9年3月頃
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5.今後のスケジュール
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今後のスケジュール（案）
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【５月～６月】
■環境基本計画策定委員会
▷福津市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 諮問
▷福津市第３次福津市環境基本計画 諮問

■環境審議会
▷第２次福津市環境基本計画（1部・2部）

令和６年度実績報告

【１０月～１１月】
■環境基本計画策定委員会
▷福津市地球温暖化対策実行計画（区域施策編） 答申

【令和８年７月～８月】
■環境基本計画策定委員会
▷福津市第３次福津市環境基本計画 中間報告

■環境審議会
▷第２次福津市環境基本計画（1部・2部）
令和７年度実績報告

【令和８年１０月～１１月】
■環境基本計画策定委員会
▷福津市第３次福津市環境基本計画 答申


